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研究成果の概要（和文）：本研究はこれまで保護者、子育て支援者、地域の大人それぞれに対して別のアプロー
チのもとに進められてきた「子育てに対する学び」について共通のプログラムを開発することを目的としてき
た。方法としてペアレンティング・プログラムの一つである「ノーバディーズ・パーフェクト」および家族療法
の一つである「リフレクティング・チーム・アプローチ」を基盤とした地域包括支援プログラムの試行を重ねて
いった。
結果として、立場が異なる三者に対して同構造のプログラムを実施することが可能であり、参加者間に世代や立
場にとらわれない良好な関係性が醸成され、子育てに関する知識や理解の深まりにより客観性・寛容性が高まる
ことが見出された。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to develop a common program for “learning about 
child-rearing,” which has been promoted under different approaches for parents, child-rearing 
supporters, and community residents. A comprehensive community support program based on a parenting 
program, “Nobody's Perfect,” and a family therapy program, the “Reflecting Team Approach,” were 
tested on various target groups.
　We found that it was possible to implement the same structure of the program for three people in 
different positions, good relationships were created among participants regardless of generation and
 position, and objectivity and tolerance were increased due to a deeper knowledge and understanding 
of parenting.

研究分野：子ども学および保育学

キーワード： 子育ての社会化　虐待予防　発達支援　ノーバディーズ・パーフェクト　リフレクティング・チーム・
アプローチ　地域力　子育て支援

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
まず学術的意義として、「ノーバディーズ・パーフェクト（以下、NPとする）」をさまざまな人々を対象に実施
することにより、従来の対象者である就学前の子の保護者と同様の効果が得られることが見出された。さらにNP
のセッションを重ねることで相互受容感が醸成され、最終回に実施する「リフレクティング・チーム・アプロー
チ（以下、RTAとする）」の効果が促進されることが示唆された。また、これまでNPやRTAは対面でのみ実施され
てきたが、本研究によりオンラインでの実施も可能となった。
社会的意義としては、本プログラムの実施により、地域全体での子育て力が向上し、世代間交流の促進につなが
ることが示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 家庭内での虐待が増加の⼀途をたどり、不適切な養育環境にある⼦どもの存在も相当数
あろうことは想像に難くない。今⽇では⼦育てが重責とみなされ、保護者へ、特に⺟親にそ
の責任が重くのしかかる現状があり、我が国は早急にこの状況から脱する必要がある。しか
し⼀⽅で、保護者とともに⼦どもの育ちを⽀える役割として期待する地域住⺠や地域の⽀
援者にとって、⼦どもの育ちやその⽀援の⽅法について知識を得るための学びの機会が⼗
分にあるとは⾔い難く、その⼒を⼤いに発揮するまでには⾄っていない。特に地域住⺠にと
って、⼦育ち・⼦育てに関する定期的・系統的な学びの機会が提供されることはほとんどな
く、あっても講演会が不定期に開催される程度である。地域の重要な相談役である⺠⽣委
員・児童委員ですらも、⼗分な研修機会を持つとは⾔い難いのが現状であり(遠藤,2003)、
これではたとえ地域コミュニティで「⼦育ての社会化」を志向したとしても、どのように⼦
育て家庭を理解し、アプローチして良いのか確信が持てないことになる。 
 
２．研究の⽬的 

このように⼦どもの育ちを保障する⼈的環境として保護者、⽀援者、地域の⼤⼈の存在は
それぞれ⾮常に重要であるにも関わらず、「⼦育ち・⼦育てに対する学び」の提供は⼗分で
はなく、その上、これまで三者三様に切り離されて進められてきた経緯もある。しかし、⼦
ども⼀⼈ひとりの個性や特徴を受容し、かつその家庭それぞれの多様性や価値観を尊重す
るという、⽀える側の基盤となる考え⽅は三者ともに共通に必要であり、このことからも地
域包括的に学びのデザインを捉えることができるはずである。 
 このような視点を基盤にもつプログラムに「ノーバディーズ・パーフェクト（以下、NP
とする）」がある。この NPは、カナダ保健省が就学前の⼦の保護者対象に⽀援・教育の⽬
的で開発したものであり、20 ⼈以内で 6〜8 回程度連続で実施する参加者主体の構造化さ
れたプログラムである。⼦育ての⽅法を⼀⽅的に教えることよりも参加者の多様な価値観
に基づく⼦育てを尊重することに主眼が置かれている。また、集団の⼒を活⽤したグループ
ワークに「リフレクティング・チーム・アプローチ（以下、RTAとする）」がある。もとは
Andersen(1995)が開発した家族療法であり、チームの話し合いが活発になり、相談者の内
省⼒・熟考⼒が活性化されることが知られている。⽊村ら(2018)は研修施⾏を重ねて、この
NP と RTA を組み合わせた保育者の園内研修プログラムを開発し、実施により組織内の同
僚性が深まり、保育の質が向上することを⾒出している。 
 そこで本研究では、NP と RTA を取り⼊れた「⼦育ち・⼦育てに対する学び」に関する
地域包括的な研修プログラムを開発することとした。そのプログラムは、保護者・支援者・

地域住民に共通の形式で提供することができ、参加者みなが自主的に参加したいと思える

ような個人にとっても価値ある居心地の良いプログラムとすることを目指した。さらには、

プログラムの構造の簡易化を進め、誰でも本プログラムのファシリテーター（以下 Fa とす

る）となることができるようにデザインし、これまでの参加者が修了後には Fa となり、地

域に普及する役割を担うことも視野に入れた。 
 
３．研究の⽅法 
 研修プログラムの試行を重ね、その効果的なあり方を検討するとともに、事前事後の変化



および効果を検証した。その具体的調査方法としては、研修プログラムをすべて録音し、終

了後に逐語録を作成してその内容の分析を行った。また事前事後に質問紙を実施してその

変化について調査した。 
 研修プログラムの試行数としては、子が幼稚園へ在籍する子育て当事者（母親）のグルー

プ 1試行、子育て当事者ではあるが特別支援学校の PTAである父母のグループ 4試行、子

育て支援施設の支援員のみのグループ 2 試行、地域住民のグループ 3 試行、地域住民と子

育て当事者の混合グループ１試行、養育里親と里親支援に関連する専門職員との混合グル

ープ２試行の合計 13 試行である。プログラムは１試行につき原則 4、5 回の連続講座とし

て実施し、開催回数に関しても検討した。 
すでに木村ら(2018)は、保育者の園内研修に対して本プログラムの原型となるプログラ

ムを用いる研究をしており、その有益性は実証されている。しかしさらに保護者や地域の

人々にとっても有益であり、共通に用いることのできるプログラムとするために、テーマの

決定方法、資料の使用方法等について試行を重ねた。なかでもテーマには子育てに工夫が必

要とされる発達の偏り・障害について、支援のあり方に困難さを要する虐待について、とい

ったトピックを入れ、これらの学びを深める資料(テキスト等)の選定も慎重に行うこととし

た。 
そしてもう一つの研究の方向性として、本プログラム修了者の中から希望者を募り、Faを

養成する講座を開催し、実際に本プログラムの普及、定着を図ることも進めた。 
 
４．研究成果 
 研究の成果については、次の⼆つに分けて整理することとする。⼀つが、NPのエッセン
スを取り⼊れることによる成果であり、もう⼀つが NP に拠らない本研修プログラム独⾃
の成果である。 
（1） NP のエッセンスを取り⼊れることによる成果 
① ⼼理的安全性 
 まず NP のエッセンスを取り⼊れることによるプログラムの成果についてだが、先に本
研修プログラムの特徴について触れたい。以下の図に⽰すように本プログラムは、「安⼼で
きる場の確保」を⽬的に⼤きく６つの特徴を有する。これらのうちの「分かりやすい資料の
活⽤」以外の５つは、NP⾃体に備わる特徴である。本プログラムに⾒られた NPの構造上
の特徴からくる効果として、「⼼理的安全性」が挙げられる。図にある「多様な価値観の尊
重」を基盤として、誰もが安⼼していられる場とするための「ルール作り」を⾏い、リラッ
クスして参加できる場とするために「アイスブレイク」を実施することが NP の特徴であ
り、本プログラムでも必ず取り⼊れてきたものである。このように本プログラムでは、心理 

的に安全な場を構造化することで、さらに参加者 

それぞれが心理的安全性を補強しあう姿が見られ、 

このことがプログラム参加者の心理的距離感を縮 

め、ディスカッションが活発化することへと影響 

した。このことは、直接的に「安心して会に参加 

できる」といった発言が非常に目立ったこと、あ 

るいは自ら笑い（ユーモア）を提供する参加者が 

多くいたこと、失敗談や辛かった経験を躊躇なく 

話すようになる参加者が増えたこと等、他者の 
図 プログラムの特徴 



安心につながったり、和んだりすることにつながるエピソードが数多く確認されたことか

らも明らかである。 

②  相互の共感性や他者への受容感の醸成 
 ２つ⽬の NP のエッセンスを取り⼊れることによるプログラムの成果は、相互の共感性
や他者への受容感の醸成である。本プログラムの参加者が互いに共感し合い、次第に受容し
合う関係性を育むことが多くのエピソードから明らかとなった。例えば、ある⼦育ての当事
者（保護者）が⾃分の⼦育ての失敗談を開⽰すると、それに対して他の参加者みなが次々と
受容的、共感的にコメントをする場⾯が多く⾒られ、それはまた、次への共感や受容へとつ
ながっていった。この 2 つ⽬の効果は、①で⽰した⼼理的な安⼼感が確保されたからこそ
醸成されたものであり、効果の好循環が認められた。 
③  捉え⽅、考え⽅への客観性の⾼まり、視野の広がり 
 最後に NP のエッセンスを取り⼊れることによるプログラムの成果として挙げられるの
は、各⾃の捉え⽅、考え⽅への客観性の⾼まり、視野の広がりである。②で⽰したように、
本プログラムの中では、⾃らのエピソードを語る参加者に対して、みなが活発にコメントや
意⾒を寄せる。それらの対話を通して、参加者それぞれが⾃らの⼦育てについて、あるいは
地域や社会の中での⼦どもの育ち・⼦育てについて、これまでの⾃分⾃⾝の考え⽅に影響を
与えることが認められた。それは、プログラム中の参加者の発⾔、そしてプログラム修了後
の質問紙調査から、会に参加して⾃分の考え⽅が変わったとする者が⼤多数となったこと
からも明らとなった。 
（2）NP に拠らない本研修プログラム独⾃の成果 
①  資料を⽤いることによる客観性の担保 
NP にはない本プログラム独⾃の⽅法として、それぞれのテーマに基づいた資料を活⽤

することが挙げられる。NPでも⼦育て全般に関するテキストは⽤いるが、テーマは参加者
が決めることとなっていることから、テキストはあくまでも補助的に⽤いる。しかし本プロ
グラムでは、あらかじめテーマを設定し、そのテーマに基づいたわかりやすく、誰もが⼊⼿
しやすい資料を必ず⽤いることとし、まずはその資料をデスカッションの⼿がかりとして
いる。特に保護者として、また地域住⺠としての⽴場で参加する⼈々にとって、⼦どもを取
り巻く今⽇的課題についての知識を得ることで、その後のディスカッションに客観的な⾒
⽅が加わったり、興味が増して質問が多く⾶び交ったりすることが認められた。 
②  オンラインによる実施 

今回、コロナウィルス感染症による社会的な制約があり、対⾯での実施が困難となる時
期があり、余儀なくオンラインでの実施を試みた。13回の試⾏のうち 3回ではあったもの
の、いずれも対⾯と違わない内容を⾏うことができた。質問紙調査においても対⾯での試⾏
との差は⾒られなかった。また、RTA も少しの⼯夫を要するものの、⼤きな問題はなくオ
ンラインで実施できることがわかった。 
 今回の参加者の中には遠⽅からの参加者も存在し、オンラインならではの利点を活かす
ことができ、今後も本プログラムのオンライン実施が可能なことが⽰唆された。 
③ RTA の効果的実施 

これまで RTAは医療や相談機関を中⼼に実施されており、その効果も明らかとなってい
る(三澤,2008:⽮原,2008)。近年では他のさまざまな場での応⽤も進められているが、⼦ども
の育ち・⼦育てに関する研修プログラムへの応⽤は現在のところ本研究のみであり、今回そ
の実施の効果が⼤きいことが認められた。RTA ではその構造上、外的な対話と内的な対話



が繰り返されることにより内省が進むとされ、また互いに観察し合う中で⾃分⾃⾝を客観
視することができるようになるとされる。本プログラムの場合、先に NPの形式で会が進む
ことから、最終回の RTAへと向かうまでに、すでに参加者には物事への客観的⾒⽅、視野
の広がりが育まれつつある。そのため RTAにおいても活発なやり取りがあり、参加者それ
ぞれから多様な視点も提⽰され、RTA が参加者にとって満⾜のいくものとなっていったこ
とが分かる。 
④ 多様な背景をもつ参加者同⼠の複層的な交流 

研究開始当初は、それぞれ保護者のみ、地域住⺠のみ、⽀援者のみのグループを対象とす
る計画であった。しかし実際には、「保護者と地域住⺠」および「保護者(⾥親)と⽀援者」
という背景の異なる者たちの混合グループに対しての試⾏も⾏い、⼤いに成果が⾒出され
た。例えば、保護者と地域住⺠のグループの場合、地域住⺠の⽴場の者たちは、⼦育て中の
⺟親への共感を多く⼝にし、保護者の⽴場の参加者は、そのような発⾔に対して異なる世代
に対する温かさを感じ、⼼理的距離の近さを感じると表明したことから、世代間の良い交流
が⽣まれた。また、⾥親とその⾥親を⽀援する者で構成されたグループは、次第に「⽀援す
る・⽀援される」という縦の関係が薄れ、⽔平の関係性が構築される様⼦が⾒てとれた。近
年、⾥親とその⽀援者との間での「チーム養育」が着⽬されるなか、本プログラムを経るこ
とによるチーム養育の実現可能性が⽰唆された。 
⑤ 参加者が⾃⽴的に地域でプログラムを実践する可能性の広がり 
本研究では研修プログラムの開発のみで研究を閉じるのではなく、その後の普及も視野

に⼊れた。そのためにプログラム構造の簡易化を図り、誰でも Fa となることができるよう

にデザインした。実際に Fa養成講座を研究期間内に合計 3 回実施し、その後それぞれの地

域で受講者が Faとなり、プログラムを実践するに至った。そこで 5つ⽬の成果として、研
修プログラムの受講後さらに Fa養成講座を経た参加者らが各地域で⾃⽴的に本プログラム
を実践し、普及していく可能性が⾒出されたことを挙げたい。 
最後に、今回の参加者の多くは客観性や広い視野をもつこと、そして⼼理的に安全な場の

重要性を⾃らの体験とともに理解していることから、今後地域の⼦どもの育ちに関するエ
ンパワリング・リーダーや保護者（⾥親含む）のメンターとなり得る可能性がある。このよ
うに本研修プログラムが地域のリーダーやメンターを⽣み出し、地域の⼦どもの育ちに⼤
いに貢献できる可能性が⾒出されたことを加筆しておく。 
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